
※１ 全国順位は、各種率の降順で決定されている。
※２ 全国順位の括弧内は平成２５年の全国順位。

平成２６年青森県人口動態統計(概数)の概況
＜概要版＞

調査結果のポイント

１ 自殺者数・自殺率 過去最多の平成１５年から半減

自殺者数 Ｈ２５： ３１１人 → Ｈ２６： ２７０人（▲４１人） 自殺率 Ｈ２５： ２３．３（８位） → Ｈ２６： ２０．５（１２位） （▲２．８）

（※Ｈ１５： ５７６人）

２ 合計特殊出生率 ２年連続で上昇し、全国平均に並ぶ

Ｈ２４：１．３６(３８位) → Ｈ２５： １．４０（３７位）（０．０４ポイントの増） →  Ｈ２６： １．４２（３５位） （０．０２ポイントの増） ※全国平均Ｈ２６： １．４２

３ 死亡数・死亡率 死亡総数は２年連続減少
死亡総数 Ｈ２４：１７,２９４人 → Ｈ２５：１７,１１２人（▲１８２人） →    Ｈ２６：１７，０４２人（▲７０人） 死亡率 Ｈ２５：１２．８（８位） → Ｈ２６：１２．９（７位）

悪性新生物による死亡数 Ｈ２５： ４,９２８人 → Ｈ２６： ５,００１人（７３人） 死亡率 Ｈ２５：３６９．７（２位） → Ｈ２６：３７９．４（２位）

心疾患 Ｈ２５： ２,６４９人 → Ｈ２６： ２,５８４人（▲６５人） 死亡率 Ｈ２５：１９８．７（１０位） → Ｈ２６：１９６．１（１３位）

脳血管疾患 Ｈ２５： １,８０６人 →    Ｈ２６： １,７４６人（▲６０人） 死亡率 Ｈ２５：１３５．５（８位） →     Ｈ２６：１３２．５（６位）

肺炎 Ｈ２５： １,９０８人 →    Ｈ２６： １,７４１人（▲１６７人） 死亡率 Ｈ２５：１４３．１（４位） →     Ｈ２６：１３２．１（７位）

４ 乳児・新生児・周産期死亡率(５年単位比較) 長期的には減少傾向

乳児死亡率 新生児死亡率 周産期死亡率

平成１７～２１年 ２．７７ １．７１ ５．２８

平成２２～２６年 ２．１３（▲０．６４） １．０８ （▲０．６３） ３．６８ （▲１．６０）



○自殺者数は過去最多の平成１５年から半減

【県の取組】
１ 心のヘルスアップ事業
・青森県自殺対策連絡協議会の開催
（県内関係機関及び庁内関係部局との連携強化）

２ 自殺対策重点化事業
(1) ゲートキーパーの輪を広げよう強化事業
・ゲートキーパーの育成、自殺対策普及啓発

(2) 自殺未遂者支援対応力向上
・救急医療従事者等への研修
・モデル地域を選定し、未遂者支援の体制作りの検討＜㉗新規＞

(3) 自殺対策基盤強化
・県及び地域官民連携協議会の実施＜㉗新規＞
・民間団体ネットワークの活動充実
・各保健所での研修等、自殺対策の実施
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減少率５３．１％

ｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ
過去最多５７６人

・平成２５年：３１１人 → 平成２６年：２７０人（△４１人）
・平成１５年（本県の自殺者が過去最多）：５７６人 → 平成２６年：２７０人（△３０６人、△５３．１％）
・４０～６４歳男性が、平成１５年の２７６人 → ８１人（△１９５人）に減少
・自殺率（人口１０万対）平成２５年：２３．３ → 平成２６年：２０．５（△２．８、全国８位→１２位に改善）

２７０人



○合計特殊出生率が２年連続で上昇 全国平均に並ぶ
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全国との逆転（Ｈ１８） 過去最低
１．２６（H21）

出生数
８,８５３人

出生数が１万人
を下回る（Ｈ２１）

・平成２４年：１．３６ → 平成２５年：１．４０（０．０４ポイントの増） → 平成２６年：１．４２（０．０２ポイント増）
・平成１８年以降全国平均を下回っていたが、全国平均まで回復 ＜全国平均：１．４２＞

１．４２
（H26）

【県の取組】
１ あおもり出会い・結婚応援事業
・結婚、妊娠、出産の機運醸成のためのポジティブキャンペーンの実
施及び結婚支援ネットワークの形成

２ 三ツ星保育支援センター運営事業＜㉗新規＞
(1) 三ツ星保育推進事業
①民有地マッチング事業
・保育所活用物件の公募、事業者とのマッチング等
②保育士研修等事業
・家庭的保育事業等従事者への研修等
③保育人材バンクの設置
・潜在的保育士等の登録システムの作成

(2) 三ツ星保育支援センター事業
・潜在保育士の就職や保育所等での活用支援
・保育士の相談支援

３ 病児・病後児保育促進事業＜㉗新規＞
(1) 病児・病後児保育運営マニュアル作成普及事業
・マニュアル検討委員会の設置、普及啓発研修会の開催等

(2) 病児一時預かりマイ保育所モデル事業



○死亡総数は２年連続減少
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悪性新生物
29.3 

心疾患
15.2 脳血管疾患

10.2 肺炎
10.2 老衰

5.8 

不慮の事故
3.3 

腎不全
2.6 

自殺
1.6 

糖尿病
1.4 

肝疾患
1.2 その他

19.2 

・死亡総数 平成２４年：１７，２９４人 → 平成２５年：１７，１１２人（▲１８２人） → 平成２６年：１７，０４２人（▲７０人）
・うち悪性新生物 平成２５年： ４，９２８人 → 平成２６年： ５，００１人（ ７３人）

心疾患 平成２５年： ２，６４９人 → 平成２６年： ２，５８４人（▲６５人）
脳血管疾患 平成２５年： １，８０６人 → 平成２６年： １，７４６人（▲６０人）
肺炎 平成２５年： １，９０８人 → 平成２６年： １，７４１人（▲１６７人）

・死因は①悪性新生物②心疾患③脳血管疾患④肺炎の順 ４死因で全体の６５．０％を占める

○平成２６年死因別構成比

※４死因計
６５．０％

○死因別死亡率年次推移

【県の取組】
１ さあ始めよう！あおもり「健活」推進事業

(1) 「健やか力」向上推進事業
①「健やか力」パワーアップ事業
②あおもり「健やか力」検定事業

(2) 働く世代の健（検）診受診率向上対策事業
①がん検診コール・リコールセンターモデル事業＜㉗新規＞
②市町村肝炎重症化予防対策事業＜㉗新規＞

２ 健やか力総合推進事業＜㉗新規＞
(1) 健康づくりのための基盤整備事業
①健康づくりに関するデータ収集・分析事業
②企業、団体等における人財養成事業

(2) 煙からマモル環境整備事業

若者の禁煙サポート推進事業

がんの死亡率は年々伸
びてきており、がん対策
は引き続き重要な課題



○乳児・新生児・周産期死亡率は長期的には減少傾向

【県の取組】
１ 青森県立中央病院総合周産期母子医療センター（平成１６
年１０月から稼働開始）を中心とした「青森周産期医療システ
ム」の運用
・総合周産期母子医療センター、地域周産期母子医療センター及び
それに準じる施設を中心とした周産期医療体制による、２４時間対応
可能な周産期の救急対応
・新生児搬送や新生児集中治療管理室（ＮＩＣＵ）の後方支援病室確
保も含めた新生児医療の提供が可能な体制

２ 妊娠期からのマザーサポート推進事業＜㉗新規＞
・安心して出産できる環境づくり等のため、妊娠に関する問題を抱え
る母親に対し、地域の産科医療機関や市町村等との連携による相談
援助活動を行う県医師会に対する補助
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乳児・新生児・周産期死亡率推移（５年単位）

乳児死亡率

新生児死亡率

周産期死亡率

平成１７～２１年 平成２２～２６年
乳児死亡率 ２．７７ → ２．１３ （▲０．６４）
新生児死亡率 １．７１ → １．０８ （▲０．６３）
周産期死亡率 ５．２８ → ３．６８ （▲１．６０）


